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１．目的 

 短繊維混合補強土工法は，土または安定処理土に短繊維を混合することで強度，靭性（ねばり強さ）などの

力学的特性の向上や降雨，流水などに対する耐侵食性の向上などを期待する工法である．本工法を建設発生土

に適用することにより，堤防・道路等の法面被覆材，多自然型法面の基盤構築，土構造物補強といった有効利

用を図ることが出来ると期待されている．開発当初の研究成果１）を念頭に置きつつ，建設発生土の高度な有

効利用を図るために，本工法の経済性の追求と適用範囲の拡大を目指した開発を続けている． 

 本報告は，既報 2)に引き続いて実機を用いて２割勾配の法面に土羽として作製した短繊維および固化材混入

率の低い混合補強土の曲げ強度特性をとりまとめたものである． 

２．試験方法 

２－１ 使用材料と配合 

 使用材料のうち，原料土としては現地発生土を用い，混

入繊維としてポリエステル（17dtex×60mm），固化材とし

てはセメント（高炉Ｂ種）を使用した．配合ケースを表－

１に記載するが，詳細については，文献３）に示す． 

２－２ 曲げ強度試験 

 曲げ強度試験は，写真－１に示すように，コンクリートの曲げ強度

試験方法（JIS A 1106)に従い，高さ 100mm×幅 100mm×長さ 400mm の

矩形供試体を使用して実施した．なお，曲げ強度は次式で評価する． 

３．曲げ強度試験結果  

 図－１に CD，CFD，CFS2 のケースにおける改良土

のたわみ量に対する曲げ強度（４週強度）を示す．

この図から短繊維を添加しないものは最大強度を

示した後に急激に強度が低下しており，残留強度が

ほとんど見込めないのに対し，短繊維を添加した供

試体は既報 2)の室内試験結果と同様に最大強度を示

した後もたわみ量に応じた強度低下は緩やかであ

り，ねばり（靭性）と残留強度を見込めることが読

みとれる． 

 最大強度を示した後の残留強度を評価するため，

一指標として式－2 のように定義したたわみ量に応

じた強度の残留率と，前報 3)一軸圧縮試験の場合と 
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固化材 短繊維 打設方式 

湿潤密度 

(g/cm3) 

CD ｾﾒﾝﾄ 無 ドライ 1.461 

CFD ｾﾒﾝﾄ 有 ドライ 1.572 

CFS2 ｾﾒﾝﾄ 有 スラリー 1.637 

223 bhPfb l=               （式－１） 
ここに， bf ：曲げ強度(kN/m2)， P ：荷重(kN)， 

l：載荷スパン(m)， b：断面幅(m)， h ：断面高さ(m) 300mm 

100mm 

写真－１ 曲げ強度試験状況 

表－１ 試料作製ケース 
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図－１ たわみ量と曲げ強度 
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同様に式－３のように定義した靭性比を試算した結果を表－２に，それらの相

関性を図－２に示す．これらの結果から次のことが分かる． 

a) 残留率や靭性比は，短繊維が入ることで飛躍的に向上する． 

b) 残留率や靭性比は，一軸圧縮・曲げ強さの大きいスラリー施工より，一軸

圧縮・曲げ強さの小さいドライ施行の方が大きい． 

c) 図－２に残留率と靭性比の関係を示す．両者には,正の相関が考えられ

るが，今回の試験施工ではスラリー施工にその傾向が伺えるものの，ド

ライ施工には相関性が見られない． 

d) 図－３には各ケースの平均一軸圧縮強さと平均曲げ強度の関係を示す．

ピーク強度で相関を取ると図の のように，特に相関性は見られない．

そこで，本工法の特性の一つでもあるねばり（靭性）を評価する観点か

ら，一軸圧縮強さに関しては１％歪み時の強度を，また，曲げ強度に関

しては残留率を求める際に採用したσb(3mm)と軟化開始時の曲げ変位時に

相当する強度σbsとで相関を取った結果が図中の と である．概

ね正の相関が得られている． 

 写真－２(a)～(c)に曲げ強度試験状況を示す．これらの写真から，

①短繊維が混入していない CD のケースでは，曲げを負担できず破断

している，②亀裂の開きが大きくなった状態でも短繊維の端部は両

ブロックに定着しており曲げ引張力を負担している．短繊維添加に

よる曲げ強度や残留率・靭性比の増加は，このような短繊維の引き

抜け抵抗や繊維そのものの引張強さに起因するものと思われる． 
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図－3 一軸圧縮強さと曲げ強度 

表－２ 各ケースの残留率と
靱性比の一覧 

 残留率 

(%)
靭性比 

0 1 

0 1 CD 

17.6 1 

88.6 16.6 

87.8 11.9 CFD 

95.2 5.87 

69.8 4.13 

82.7 5.66 CFS2 

53.0 3.82 

 

     （最大強度時のたわみ量＋3mm）時の強度σb(3mm) 
残留率(%)＝                       ×100 （式－２） 
             最大強度        

軟化開始時の曲げ変位 
靭性比＝                    （式－３） 

第一強度低下（降伏）時の曲げ変位   

図－２ 残留率と靭性比 

(a) CD 供試体         (ｂ) CFD 供試体       (c) CFS2 供試体 
写真－２ 曲げ強度試験結果 
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